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　小学６年生の凶暴残虐な同級生殺人、女子
高生コンクリート詰め殺人犯による釈放後の
凶暴な再犯、目を覆いたくなる事件の報道が
連日なされています。犯罪の凶悪、凶暴化
は、我が国の更生保護制度の根幹を揺るがし
かねない問題を孕んでいます。
　毎年７月は「社会を明るくする運動」の強
調月間で、今年も県下で犯罪と更生をテーマ
に「ミニ集会」「啓発活動」等が行われまし
た。例年「再犯者の凶暴さを見る時、犯罪者
の立ち直りは本当に期待できるのですか」、
「社会が犯罪者の更生を必要としていると思
っているのですか」という質問を受けること
があります。
　横浜保護観察所における５０名余りの保護観
察官のもとに、１，８００名ほどの保護司が県下
の社会の最前線で、更生保護の役割に当たら
せていただいております。
　殺人による無期懲役仮釈放中の人から少年
まで、多種多様な保護観察対象者と毎月面接
し、日常の不平や不満の聴き手となり、時に、
夢や希望に棹差すこともします。
　言ってみれば「寄る辺」の人となってはじ
めて、本当の意味の保護観察ができるのかも
知れません。
　この３月、私は１３歳で殺人を犯してしまっ
た少年との４年３カ月の関係に別れを遂げま
した。少年は後半の２年８カ月の間、１００回
を超える「社会参加活動」で、老人ホームや
障害者施設のボランティア活動に参加しまし
た。少年はこうした体験の中で、「この社会
には自分を必要とする場面がある」ことをし
っかりと自覚してくれたようです。
　７年前、福井県沖で転覆したナホトカ号の
重油排出ボランティアに参加した時、出会っ
た神奈川県の青年たちの、「国の責任を問う
前に、自分たちにできることをしましょう」
という言葉が今も忘れられません。若者に期
待し、私の責務を続けて行こうと思います。

「若者に期待」

　横浜市保護司会
　会長　石原　昌信
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情報やご感想をお寄せください　!
〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２「県社協企画課タイムズ係」
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�名称／URL

０４５－６６２－３４５０
ＮＰＯ シニアＳＯＨＯ横浜・神奈川

１
http://www.svyk.jp/

０４５－３１１－８７３４
かながわ長寿社会開発センター

２
http://www.nenrin.or.jp/kanagawa/

０４５－３１２－１１２１
（代）

神奈川県生涯学習情報センター
３
http://www.planet.pref.kanagawa.jp/

０３－５４１３－３８２１
（東京本部）

ＮＡＬＣ（ニッポン・アクティブライフ・クラブ）
４
http://nalc.jp/

０３－５４６０－０５２１
ＷＡＣ（（社）長寿社会文化協会）

５
http://www.wac.or.jp/

０３－５３００－０６６１
ＪＡＳＳくらぶ（（社）日本セカンドライフ協会）

６
http://homepage３.nifty.com/jassclub/

０４５－８２３－７３８２
（目島公男方）

神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会
７
http://homepage２.nifty.com/ikigaikanagawa/

「生きがいづくり」を支援する主な団体

※本県内のシニアのグループ等の情報は、２の「かながわ長寿社会開発センター」までお問合せください

０３－３８１８－１４５１
（財）健康・生きがい開発財団

１
http://www.mmjp.or.jp/ikigai/

０３－３４３７－２５２５
（社）ビューティフルエージング協会

２
http://www.baa.or.jp/

０３－３２３０－１７７１
（財）シニアルネサンス財団

３
http://www.sla.or.jp/

「生きがいづくり」を支援する人材等を育成する主な団体


